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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　湖羊生態養殖における湖羊育肥増体用ワラアンモニア化システムであって、機台（１）
と、前記機台（１）の四隅にそれぞれ設けられる４個のローラ（２）と、前記機台（１）
に固定設置される第１直進ブロック（３）と、前記第１直進ブロック（３）に固定設置さ
れる半円盤ハウジング（４）と、前記半円盤ハウジング（４）に設けられる円盤キャビテ
ィと、前記円盤キャビティに固定設置される円弧バッフル（５）と、前記円盤キャビティ
内に設けられる加工装置と、前記加工装置に設けられる押圧装置と、前記機台（１）に固
定設置される第１支持ブロック（６）と、前記第１支持ブロック（６）に固定設置される
第２支持ブロック（７）と、前記第２支持ブロック（７）に固定設置される飼料ハウジン
グ（８）と、前記飼料ハウジング（８）内に設けられる飼料キャビティと、前記第１直進
ブロック（３）に固定設置される第１モータと、前記第１直進ブロック（３）に固定設置
される円柱ハウジング（９）と、前記円柱ハウジング（９）内に設けられる円柱キャビテ
ィと、前記第１モータの出力端に固定設置される螺旋軸と、前記飼料キャビティと円柱キ
ャビティに連通的に設けられる連通管（１１）と、前記円柱キャビティに設けられる出料
管（１２）と、前記半円盤ハウジング（４）に固定設置される第１案内板（１３）と、前
記第１案内板（１３）に固定設置される第２案内板（１４）と、前記第２案内板（１４）
に固定設置されるロッドレスシリンダ（１５）と、前記ロッドレスシリンダ（１５）の出
力端に固定設置される固定シリンダ（１６）と、前記固定シリンダ（１６）の出力端に固
定設置される押板（１７）と、前記機台（１）に設けられる傾料装置とを含み、前記加工
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装置は、前記半円盤ハウジング（４）に固定設置される第３モータと、前記第３モータの
出力端に固定設置される回動筒（２２）と、前記回動筒（２２）に固定設置される回転ハ
ウジング（２３）と、前記回転ハウジング（２３）内に設けられ且つ開口を有するハウジ
ングキャビティと、前記ハウジングキャビティに設けられる複数個の出水穴とを含み、前
記加工装置はさらに、前記ハウジングキャビティの側面にそれぞれ設けられる両回転穴と
、前記両回転穴の側面に回転可能に設けられる回転軸ユニット、およびスリーブ（２４）
と、前記スリーブ（２４）の外表面に固定設置される第１プーリ（２５）、および第２プ
ーリ（２６）と、前記第１プーリ（２５）と第２プーリ（２６）の間に伝動的に接続され
る第１ベルト（２７）とを含むことを特徴とする湖羊育肥増体用ワラアンモニア化システ
ム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は湖羊養殖の分野に関するもので、特に湖羊生態養殖における湖羊育肥増体用ワ
ラアンモニア化システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のワラのアンモニア化は、一定の池添加用の穴蔵器を用いる。まずトウモロコシの
ワラを３～５ｃｍの長さに切ること。麦ワラと稲ワラは切砕する必要がない。ワラの総重
量を計算する。つぎに１００ｋｇの風乾ワラ：５ｋｇの尿素の比で所用尿素の重量を計量
する。そしてワラの総重量の６０％となる水に溶かして充分に溶解させて、均一に攪拌し
て待機させる。その後、池添加を実施する。池添加の方式はその1つが、敷いてるワラに
溶解させた尿素溶液を均一にスプレーしてから、池への添加を実施する。もう１つが、1
層ずつワラを池に置きながら尿素溶液を噴射する。いずれの方式でも、添加すると同時に
ちゃんと踏みつけることが必要である。ところが、２つの方式はいずれも、全部のワラと
尿素溶液を充分に接触させることはできず、ワラのアンモニア化効果を成就できない。
【発明の概要】
【０００３】
　本発明は、従来の技術における欠陥を克服するために、ワラをまず尿素溶液に浸入して
濡らしてから池に入れて押出すことによりワラと尿素を充分に接触させてアンモニア化の
効果を向上するワラアンモニア化のシステムを提供する
【０００４】
上記目的を実現するために、本発明にかかる湖羊生態養殖における湖羊育肥増体用ワラア
ンモニア化システムは、機台と、前記機台の下端面における四隅にそれぞれ設けられる４
個のローラと、前記機台の上端面に固定設置される第１直進ブロックと、前記第１直進ブ
ロックの上端に固定設置される半円盤ハウジングと、前記半円盤ハウジングに設けられる
円盤キャビティと、前記円盤キャビティの上端面左側に固定設置される円弧バッフルと、
前記円盤キャビティ内に設けられる加工装置と、前記加工装置に設けられる緊押圧装置と
、前記機台の上端面に固定設置される第１支持ブロックと、前記第１支持ブロックの上端
面に固定設置される第２支持ブロックと、前記第２支持ブロックの上端に固定設置される
飼料ハウジングと、前記飼料ハウジング内に設けられる飼料キャビティと、前記第１直進
ブロックに固定設置される第１モータと、前記第１直進ブロックの右端面に固定設置され
る円柱ハウジングと、前記円柱ハウジング内に設けられる円柱キャビティと、前記第１モ
ータの出力端に固定設置される螺旋給料軸と、前記飼料キャビティの下端壁と円柱キャビ
ティの内壁上側に連通的に設けられる連通管と、前記円柱キャビティの内壁下側に設けら
れる出料管と、前記半円盤ハウジングの後端面に固定設置される第１案内板と、前記第１
案内板の前端面に固定設置される第２案内板と、前記第２案内板の下端面に固定設置され
るロッドレスシリンダと、前記ロッドレスシリンダの出力端に固定設置される固定シリン
ダと、前記固定シリンダの出力端に固定設置される押板と、前記機台に設けられる傾料装
置とを含む。
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【０００５】
前記加工装置は、前記半円盤ハウジングの後端面に固定設置される第３モータと、前記第
３モータの出力端に固定設置される回動筒と、前記回動筒の外表面右側に固定設置される
回転ハウジングと、前記回転ハウジング内に設けられ且つ開口が上向きとなるハウジング
キャビティと、前記ハウジングキャビティの下端壁に設けられる複数個の出水穴とを含む
。
【０００６】
前記加工装置はさらに、前記ハウジングキャビティの左右側にそれぞれ設けられる両回転
穴と、前記両回転穴の左右側に回転可能に設けられる回転軸ユニット、およびスリーブと
、前記スリーブの外表面に固定設置される第１プーリ、および第２プーリと、前記第１プ
ーリと第２プーリの間に伝動的に接続される第１ベルトとを含む。
【０００７】
前記加工装置はさらに、前記回転ハウジングの下端面にそれぞれ固定設置される両長板と
、前記両長板の下端面に固定設置される固定ハウジングと、前記固定ハウジング内に設け
られる固定キャビティと、前記固定キャビティの上下端壁にそれぞれ設けられる両貫通穴
と、上側の前記貫通穴の下端に回動自在に設けられる嵌合中空管と、前記嵌合中空管の外
表面に固定設置される第１ベベルギヤと、前記嵌合中空管の内壁に設けられる第１スプラ
インと、前記回動筒内に設けられる通気キャビティとを含む。
【０００８】
前記加工装置はさらに、前記通気キャビティの上端内部に移動可能に設けられる第１推板
と、前記第１推板の左端面に固定設置される第１矩形ピストンブロックと、前記第１推板
の右端面に固定設置される第２推板と、前記第２推板の左端面と回動筒の外表面前後側と
の間にそれぞれ固定設置される両嵌合バネと、前記通気キャビティの下端内部に移動可能
に設けられる第２推板と、前記第２推板の左端面に固定設置される第２矩形ピストンブロ
ックと、前記固定ハウジングの下端面前後側にそれぞれ設けられる両台形溝と、前記両台
形溝の下側に前後に移動可能にそれぞれ設けられる両第３推板と、前記両第３推板の上端
面にそれぞれ固定設置され且つ両台形溝内に位置される両台形ブロックと、前記固定キャ
ビティの前端壁に設けられる動作穴と、前記動作穴内に回転可能に設けられる第１回動軸
と、前記第１回動軸の外表面に固定設置される第２ベベルギヤと、前記固定ハウジングの
前端面に固定設置される嵌合板と、前記第１回動軸の前端に固定設置される第３プーリと
、前記嵌合板の前端面に回動自在に設けられる第２回動軸と、前記第２回動軸に固定設置
される第４プーリと、前記第３プーリと前記第４プーリの間に伝動的に接続される第２ベ
ルトと、前記第２回動軸の外表面に固定設置される摩擦輪と、前記機台の上表面前後側に
それぞれ固定設置される両直立板と、前記両直立板の間に固定設置される固定板と、後側
の前記直立板内に固定設置される第４モータと、前記第４モータの出力端に固定設置され
る第１回転ギアと、前記第４モータの出力端に固定設置される押出板と、前記押出板の下
端面右側に設けられる嵌合溝と、前記両直立板の間に回動自在に設けられる第３回動軸と
、前記第３回動軸の外表面に固定設置される第２回転ギアと、前記第２回転ギアの前側に
固定設置される回転ラチェットと、前記固定板の上端面に設けられる限位台形溝と、前記
限位台形溝に左右に移動可能に設けられるラチェットバーと、前記ラチェットバーの下端
に固定設置され且つ前記限位台形溝内に位置される限位台形ブロックと、前記限位台形ブ
ロックと限位台形溝の右端壁との間に固定設置される第１復帰バネと、前記ハウジングキ
ャビティの上端面前後側に設けられる両滑り移動台形溝と、前記ハウジングキャビティの
上端面に左右に移動可能に設けられる推移ブロックと、前記推移ブロックの下端面前後側
にそれぞれ固定設置され且つ前記両滑り移動台形溝内に位置される両滑り移動台形ブロッ
クと、前記両滑り移動台形ブロックの右端と両滑り移動台形溝の右端壁との間にそれぞれ
固定設置される両第２復帰バネとを含む。
【０００９】
左側の前記回転軸ユニットは左側の前記回転穴内に上下に移動可能に設けられる限位回転
軸と、前記限位回転軸の外部表面に設けられるスプライン溝と、前記限位回転軸の外表面
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に円周方向に沿って設けられる複数個の凹溝と、前記凹溝内に移動可能に設けられる移動
傾斜ブロックと、前記移動傾斜ブロックと凹溝の底部との間に固定設置される第２バネと
、前記回転軸の下端に固定設置される接続軸と、前記接続軸の下端に固定設置される円錐
ブロックと、前記スリーブの下端と円錐ブロックの上端面に固定設置される第３バネと、
前記回転軸の上端面に回動自在に設けられる回転ブロックとを含み、左側の前記回転軸ユ
ニットと右側の前記回転軸ユニットが左右に対称的に設置されており、前記スリーブの内
壁にスプライン溝と嵌合される第２スプラインが固定設置され、前記第２プーリが左側の
限位回転軸の外表面に固定設置され、左側の前記限位回転軸の外表面に第１スプラインと
嵌合される嵌合スプライン溝が固定設置されている。
【００１０】
前記緊押圧装置は、半円盤ハウジングの前端面に固定設置される動作ブロックと、前記動
作ブロックの上端面に固定設置される動作ロッドレスシリンダと、前記動作ロッドレスシ
リンダの出力端に固定設置される第１長ブロックと、前記第１長ブロックの上端面に固定
設置される第２長ブロックと、前記第２長ブロックの後端面に固定設置される第３長ブロ
ックと、前記第３長ブロックに設けられる第１押出ユニットと、前記第１長板の上端面に
固定設置される升降シリンダと、前記升降シリンダの上端面に固定設置される第４長板と
、前記第４長ブロックに設けられる第２押出ユニットとを含む。
【００１１】
前記第１押出ユニットは、第３長ブロックの下端面に固定設置される３個の半円穴溝と、
前記第３長板の左右端面にそれぞれ固定設置される両第５長板と、左側の前記第５長板内
に固定設置される第５モータと、前記第５モータの出力端に固定設置され且つ右側の前記
第５長板を貫通した第１回転シャフトと、前記第１回転シャフトの右端に固定設置される
第１回転プーリと、前記第１回転シャフト外表面に固定設置される第１長ロールと、前記
第１長ロールの外表面に固定設置される第１凸ブロックと、前記第１回転シャフトの後側
に回動自在に設けられ且つ右側の前記第５長板を貫通した第２回転シャフトと、前記第２
回転シャフトの外表面に固定設置される第２長ロールと、前記第２長ロールの外表面に固
定設置される第２凸ブロックと、前記第２回転シャフトの後側に回動自在に設けられ且つ
右側の前記第５長板を貫通した第３回転シャフトと、前記第３回転シャフトの外表面に固
定設置される第３長ロールと、前記第３長ロールの外表面に固定設置される第３凸ブロッ
クと、前記第２回転シャフトの右端に固定設置される第２回転プーリと、前記第１回転プ
ーリと第２回転プーリの間に伝動的に接続される第２ベルトと、前記第２回転シャフトの
右端に固定設置される第３回転プーリと、前記第３回転シャフトの右端に固定設置される
第４回転プーリと、前記第３回転プーリと第３回転プーリの間に伝動的に接続される第３
ベルトとを含み、前記第１押出ユニットと第２押出ユニットが上下に対称的に設置されて
いる。
【００１２】
以上によれば、本発明は以下の利点がある。構成が簡単である。そして、ワラをまず尿素
溶液中に浸入して濡らした後、ワラ内に吸入した尿素を押し出すことにより、ワラと尿素
を充分に接触させることができ、アンモニア化の効果を向上する。養殖過程では該ワラを
食わせる湖羊は太させて、肉がもっと美味しくなり、湖羊の育肥増体という効果が実現さ
れる。また、過多の尿素をワラから再び押し出すとすると、ワラに過多の尿素を吸入させ
ることで、無駄になることを避ける。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は本発明の正面図である。
【図２】図２は本発明の底面図である。
【図３】図３は同図２におけるＡ－Ａに沿う断面図である。
【図４】図４は同図２におけるＢ－Ｂに沿う断面斜視図である。
【図５】図５は同図２におけるＣ－Ｃに沿う断面斜視図である。
【図６】図６は本発明の斜視図である。
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【図７】図７は同図２におけるＡ－Ａに沿う断面斜視図である。
【図８】図８は同図７におけるＤの部分拡大図である。
【図９】図９は同図７におけるＥの部分拡大図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
図１～９に示すように、湖羊生態養殖においては、湖羊育肥増体に用いられるワラのアン
モニア化システムは、機台１と、機台１の下端面における四隅にそれぞれ設けられる４個
のローラ２と、機台１の上端面に固定設置される第１直進ブロック３と、第１直進ブロッ
ク３の上端に固定設置される半円盤ハウジング４と、半円盤ハウジング４に設けられる円
盤キャビティと、円盤キャビティの上端面左側に固定設置される円弧バッフル５と、円盤
キャビティ内に設けられる加工装置と、加工装置に設けられる緊押圧装置と、機台１の上
端面に固定設置される第１支持ブロック６と、第１支持ブロック６の上端面に固定設置さ
れる第２支持ブロック７と、第２支持ブロック７の上端に固定設置される飼料ハウジング
８と、飼料ハウジング８内に設けられる飼料キャビティと、第１直進ブロック３に固定設
置される第１モータと、第１直進ブロック３の右端面に固定設置される円柱ハウジング９
と、円柱ハウジング９内に設けられる円柱キャビティと、第１モータの出力端に固定設置
される螺旋給料軸と、飼料キャビティの下端壁と円柱キャビティの内壁上側に連通的に設
けられる連通管１１と、円柱キャビティの内壁下側に設けられる出料管１２と、半円盤ハ
ウジング４の後端面に固定設置される第１案内板１３と、第１案内板１３の前端面に固定
設置される第２案内板１４と、第２案内板１４の下端面に固定設置されるロッドレスシリ
ンダ１５と、ロッドレスシリンダ１５の出力端に固定設置される固定シリンダ１６と、固
定シリンダ１６の出力端に固定設置される押板１７と、機台１に設けられる傾料装置とを
含む。円盤キャビティ内に尿素溶液を置いて、飼料ハウジング８内に切砕したワラを入れ
て、第１モータを起動して、螺旋給料軸が連動して回転することにより、切砕したワラを
飼料ハウジング８内から円盤キャビティ４内に送り入れる。
【００１５】
前記加工装置は、半円盤ハウジング４の後端面に固定設置される第３モータと、第３モー
タの出力端に固定設置される回動筒２２と、回動筒２２の外表面右側に固定設置される回
転ハウジング２３と、回転ハウジング２３内に設けられ且つ開口が上向きとなるハウジン
グキャビティと、ハウジングキャビティの下端壁に設けられる複数個の出水穴とを含み、
加工装置はさらに、ハウジングキャビティの左右側にそれぞれ設けられる両回転穴と、両
回転穴の左右側に回転可能に設けられる回転軸ユニット、およびスリーブ２４と、スリー
ブ２４の外表面に固定設置される第１プーリ２５、および第２プーリ２６と、第１プーリ
２５と第２プーリ２６の間に伝動的に接続される第１ベルト２７と、回転ハウジング２３
の下端面にそれぞれ固定設置される両長板２８と、両長板２８の下端面に固定設置される
固定ハウジング２９と、固定ハウジング２９内に設けられる固定キャビティと、固定キャ
ビティの上下端壁にそれぞれ設けられる両貫通穴と、上側の貫通穴の下端に回動自在に設
けられる嵌合中空管と、嵌合中空管の外表面に固定設置される第１ベベルギヤ３１と、嵌
合中空管の内壁に設けられる第１スプラインと、回動筒２２内に設けられる通気キャビテ
ィとを含み、加工装置はさらに、通気キャビティの上端内部に移動可能に設けられる第１
推板１２０と、第１推板１２０の左端面に固定設置される第１矩形ピストンブロックと、
第１推板１２０の右端面に固定設置される第２推板１２１と、第２推板１２１の左端面と
回動筒２２の外表面前後側との間にそれぞれ固定設置される両嵌合バネと、通気キャビテ
ィの下端内部に移動可能に設けられる第２推板１２３と、第２推板１２３の左端面に固定
設置される第２矩形ピストンブロックと、固定ハウジング１２９の下端面前後側にそれぞ
れ設けられる両台形溝と、両台形溝の下側に前後に移動可能にそれぞれ設けられる両第３
推板１３０と、両第３推板１３０の上端面にそれぞれ固定設置され且つ両台形溝内に位置
される両台形ブロックと、固定キャビティの前端壁に設けられる動作穴と、動作穴内に回
転可能に設けられる第１回動軸と、第１回動軸の外表面に固定設置される第２ベベルギヤ
と、固定ハウジング１２９の前端面に固定設置される嵌合板１３０と、第１回動軸の前端
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に固定設置される第３プーリ１３２と、嵌合板１３０の前端面に回動自在に設けられる第
２回動軸と、第２回動軸に固定設置される第４プーリ１３１と、第３プーリ１３２と第４
プーリ１３１の間に伝動的に接続される第２ベルト１３４と、第２回動軸の外表面に固定
設置される摩擦輪２６５と、機台１の上表面前後側にそれぞれ固定設置される両直立板１
３５と、両直立板１３５の間に固定設置される固定板１３６と、後側の直立板１３５内に
固定設置される第４モータと、第４モータの出力端に固定設置される第１回転ギア１３７
と、第４モータの出力端に固定設置される押出板１３８と、押出板１３８の下端面右側に
設けられる嵌合溝と、両直立板１３５の間に回動自在に設けられる第３回動軸１３９と、
第３回動軸１３９の外表面に固定設置される第２回転ギアと、第２回転ギアの前側に固定
設置される回転ラチェット９８５と、固定板１３６の上端面に設けられる限位台形溝と、
限位台形溝に左右に移動可能に設けられるラチェットバー１４１と、ラチェットバー１４
１の下端に固定設置され且つ限位台形溝内に位置される限位台形ブロックと、限位台形ブ
ロックと限位台形溝の右端壁との間に固定設置される第１復帰バネと、ハウジングキャビ
ティの上端面前後側に設けられる両滑り移動台形溝と、ハウジングキャビティの上端面に
左右に移動可能に設けられる推移ブロック１４２と、推移ブロック１４２の下端面前後側
にそれぞれ固定設置され且つ両滑り移動台形溝内に位置される両滑り移動台形ブロックと
、両滑り移動台形ブロックの右端と両滑り移動台形溝の右端壁との間にそれぞれ固定設置
される両第２復帰バネとを含む。第３モータを起動して、連動して回動筒２２が反時計回
りに回転する。回転ハウジング２３が反時計回りに回転することにより、水面上のワラを
尿素溶液内に押し入れて、ワラと尿素溶液を充分に接触させる。それとともに、摩擦輪２
６５が円盤キャビティ内壁との摩擦で摩擦輪２６５が回転する。摩擦輪２６５に連動して
第４プーリ１３１が回転する。第４プーリ１３１に連動して第３プーリ１３２が回転する
。第３プーリ１３２に連動して第２ベベルギヤが回転する。第２ベベルギヤに連動して第
１ベベルギヤが回転する。第１ベベルギヤに連動して中空管が回転する。スプラインを介
して中空管に連動して左側の回転軸ユニットが回転する。左側の回転軸ユニットに連動し
て第１プーリ２５が回転する。第１プーリに連動して第２プーリ２６が回転する。第２プ
ーリ２６に連動して右側の回転軸ユニットが回転する。回転ハウジング２３によりまだワ
ラを水中に押入れていない段階では、回転軸ユニットにより水面上に集めているワラをバ
ラバラに打つことができ、これにより尿素溶液に浸入した後、尿素溶液にてより快速にワ
ラを全部浸透する。これによって、ワラの集まることにより尿素溶液を完全にすべてのワ
ラと相互に接触させることができず、さらにアンモニア化効果に影響を与えることを回避
する。回転ハウジングによりワラを水中に押し入れた後、回転軸ユニットにより水中のワ
ラを攪拌することができ、これによりすべてのワラをより速く水と充分に接触させること
ができる。２つの第３推ブロックの上表面を斜面とすることにより、回転ハウジングが押
出板１３８と相互に接触するように回転すると、押出板１３８に連動して左右側の回転軸
ユニットの回転軸が下向きに移動する。これにより押出板１３８の下端面と回転ハウジン
グの底部とを相互に平行させることができ、緊押圧装置による浸濡したワラの押出を容易
に実現させる。これにより、両回転軸ユニットと押出板１３８の相互抵触により回転ハウ
ジング内に位置されるワラの充分押出が不可能となることを回避する。ワラ内の水の押出
が終了した後、第４モータを起動して、連動して第１回転ギアが回転する。第１回転ギア
に連動して第２回転ギアが回転する。第２回転ギアに連動して回転ラチェットが回転する
。回転ラチェットに連動してラチェットバーが左向きに移動し、推移ブロック１４２が左
向きに移動させるように押される。推移ブロック１４２により押出されたワラを回転ハウ
ジングの底部から分離させるように左向きに推移させる。これにより、押出されたワラと
回転ハウジングの粘着によりワラを全部傾料装置内の反転ハウジング内に倒れ入れきれな
くなることを回避する。これにより、回転ハウジング内でワラの長時間にわたる滞在によ
るカビで、次回加工のワラを汚す恐れをなくす。また、推移ブロック１４２を設けるよう
な構成により、人による清潔がいらなくて、人力コストを低減させる。第３推ブロックの
斜面により、円錐ブロックが下向きに推し動く際に第３推ブロックの下端面で円錐ブロッ
クを係り止めて上に復位することを不可能にさせる。これにより限位回転軸の推移ブロッ
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ク１４２に対する阻害により推移ブロック１４２により押出されたワラを左向きに推し動
かないことを回避する。回転ラチェットが回転を停止すると、ラチェットバーと推移ブロ
ック１４２がそれぞれ第１復帰バネと第２復帰バネの作用で復位する。
【００１６】
　左側の前記回転軸ユニットは左側の回転穴内に上下に移動可能に設けられる限位回転軸
と、限位回転軸の外部表面に設けられるスプライン溝と、限位回転軸の外表面に円周方向
に沿って設けられる複数個の凹溝と、凹溝内に移動可能に設けられる移動傾斜ブロック２
２４と、移動傾斜ブロック２２４と凹溝の底部との間に固定設置される第２バネと、回転
軸の下端に固定設置される接続軸と、接続軸の下端に固定設置される円錐ブロック２２５
と、スリーブ２４の下端と円錐ブロック２２５の上端面に固定設置される第３バネと、回
転軸の上端面に回動自在に設けられる回転ブロック８９０とを含み、左側の回転軸ユニッ
トと右側の回転軸ユニットが左右に対称的に設置されており、スリーブ２４の内壁にスプ
ライン溝と嵌合される第２スプラインが固定設置され、第２プーリ２６が左側の限位回転
軸の外表面に固定設置され、左側の限位回転軸の外表面に第１スプラインと嵌合される嵌
合スプライン溝が固定設置されている。
【００１７】
　前記緊押圧装置は、半円盤ハウジング４の前端面に固定設置される動作ブロック６００
と、動作ブロック６００の上端面に固定設置される動作ロッドレスシリンダ６０１と、動
作ロッドレスシリンダ６０１の出力端に固定設置される第１長ブロック６０２と、第１長
ブロック６０２の上端面に固定設置される第２長ブロック６０３と、第２長ブロック６０
３の後端面に固定設置される第３長ブロック６０４と、第３長ブロック６０４に設けられ
る第１押出ユニットと、第１長板６０３の上端面に固定設置される升降シリンダ７０４と
、升降シリンダ７０４の上端面に固定設置される第４長板６０５と、第４長ブロック６０
５に設けられる第２押出ユニットとを含む。
【００１８】
　前記第１押出ユニットは、第３長ブロック７０４の下端面に固定設置される３個の半円
穴溝と、第３長板６０４の左右端面にそれぞれ固定設置される両第５長板６０５と、左側
の第５長板６０５内に固定設置される第５モータと、第５モータの出力端に固定設置され
且つ右側の第５長板６０５を貫通した第１回転シャフトと、第１回転シャフトの右端に固
定設置される第１回転プーリ６０７と、第１回転シャフト６０６外表面に固定設置される
第１長ロールと、第１長ロールの外表面に固定設置される第１凸ブロックと、第１回転シ
ャフトの後側に回動自在に設けられ且つ右側の第５長板６０５を貫通した第２回転シャフ
トと、第２回転シャフトの外表面に固定設置される第２長ロールと、第２長ロールの外表
面に固定設置される第２凸ブロックと、第２回転シャフトの後側に回動自在に設けられ且
つ右側の第５長板６０５を貫通した第３回転シャフトと、第３回転シャフトの外表面に固
定設置される第３長ロールと、第３長ロールの外表面に固定設置される第３凸ブロックと
、第２回転シャフトの右端に固定設置される第２回転プーリ６１４と、第１回転プーリ６
０７と第２回転プーリ６１４の間に伝動的に接続される第２ベルト６７８と、第２回転シ
ャフトの右端に固定設置される第３回転プーリ６１５と、第３回転シャフトの右端に固定
設置される第４回転プーリ６１６と、第３回転プーリ６１４と第３回転プーリ６１５の間
に伝動的に接続される第３ベルト６７９とを含み、第１押出ユニットと第２押出ユニット
が上下に対称的に設置されている。升降シリンダ和ロッドレスシリンダを設けるような構
成により、第４長板６０５と第３長板６０４をそれぞれ回転ハウジングの下側と押出板の
上側まで移動させることができ、第５モータを起動することにより第１押出ユニット上の
各長ロールを回転させる。これにより、各長ロールが回転する際には、各凸ブロックが押
出板の上端に対して続けて間欠的に押出する。同じように、第２押出ユニットも回転ハウ
ジングの底部に対して続けて間欠的に押出する。これにより、ワラに吸收させた尿素を充
分に押し出させる。これにより、尿素の無駄を回避する。池においてワラが再び押出され
て尿素を池に押出すことにより池中の尿素が過多になることでワラのエアを充分に押出す
ことに影響を及ぼしてアンモニア化の不充分となることも回避する。推移ブロック１４２
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の圧力が過大となって第２推板１２３を右向きに推し動くことになるが、第２推板１２３
の右端前後端面を斜面とし、両第３推板１３０の左端面を斜面とすることにより、両斜面
の接触により第３推板１３０を両側に向けて移動させるように推し動くことができる。こ
れで、バネの作用で限位回転軸を復位させる。
【００１９】
　前記傾料装置は、機台１の上端面に固定設置される第３案内板１８と、第３案内板１８
の右端面に固定設置される第２モータと、第２モータの出力端に固定設置される第１ギア
１９と、第３案内板１８の左端面に回動自在に設けられる第１伝動軸と、第１伝動軸に固
定設置される反転ハウジング９０５と、第１伝動軸の外表面に固定設置される第２ギア２
１とを含む。第２モータを起動して、第１ギアが連動して回転する。第１ギアに連動して
第２ギアが回転する。第２ギアに連動して反転ハウジング９０５が180回転する。これに
より、反転ハウジング９０５内のワラ全部を傾倒することができる。ワラが池内に入った
後、ロッドレスシリンダ１５と固定シリンダ１６を起動して、連動して押板１７が下向き
に移動して、池内に倒れたワラを押出することにより、ワラ内のエアを押出す。
【要約】　　　（修正有）
【課題】湖羊生態養殖における湖羊育肥増体用ワラアンモニア化システムを提供する。
【解決手段】機台と、機台の下端面における四隅にそれぞれ設けられる４個のローラ２と
、機台の上端面に固定設置される第１直進ブロックと、第１直進ブロックの上端に固定設
置される半円盤ハウジングと、半円盤ハウジングに設けられる円盤キャビティと、円盤キ
ャビティの上端面左側に固定設置される円弧バッフルと、円盤キャビティ内に設けられる
加工装置と、加工装置に設けられる緊押圧装置と、機台の上端面に固定設置される第１支
持ブロックと、第１支持ブロックの上端面に固定設置される第２支持ブロックと、第２支
持ブロックの上端に固定設置される飼料ハウジングと、飼料ハウジング内に設けられる飼
料キャビティと、第１直進ブロックに固定設置される第１モータと、第１直進ブロックの
右端面に固定設置される円柱ハウジングとを含む。
【選択図】図１
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